
　「
芽
〜
成
長
の
喜
び
〜
」
は
、今
年
の
私
学
文
化
祭
の
テ
ー

マ
で
す
。
私
は
漢
字
の
最
も
古
い
書
体
で
あ
る
篆
書
で「
芽
」

の
一
文
字
を
書
き
ま
し
た
。
小
さ
な
芽
が
力
強
く
成
長
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
太
い
線
で
力
強
さ
を

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
く
さ
か
ん
む
り
と
最
終
画
の
左
払
い

で
は
、
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
成
長
し
て
い
く
よ
う
な
様
子
を
線

で
表
現
す
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
文
字
の
デ
ザ
イ
ン
は

無
限
に
あ
り
ま
す
。
発
想
を
膨
ら
ま

せ
て
形
に
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も

楽
し
い
で
す
。
実
際
に
自
分
が
書
い

た
作
品
が
ポ
ス
タ
ー
に
な
っ
た
の
を

見
た
と
き
、と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

（
三
の
五
　
髙
𣘺
咲
衣
）

　

第
五
九
期
生
徒
会
が
新

た
に
発
足
し
た
。
十
一
月

二
七
日
（
火
）、
群
馬
音

楽
セ
ン
タ
ー
に
て
承
認
式

が
執
り
行
わ
れ
た
。

 （3）　平成30年12月22日（土）発行 学校新聞  第162号

【
男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

▼
新
人
戦
県
大
会

　

団
体
戦
ベ
ス
ト
16

　

一
回
戦
５

０
熊
谷
西

　

二
回
戦
３

０
獨
協
埼
玉

　

三
回
戦
０

４
昌
平

【

柔

道

部

】

▼
県
新
人
大
会

　

女
子
個
人　

第
３
位

　
　

飯
田
妃
良
々(

一
の
十)

　

男
子
団
体　

第
３
位

【
男
子
バ
レ
ー
部
】

▼
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

　

権
北
部
地
区
予
選
会

　

一
回
戦
２

１
農
大
三

　

二
回
戦
０

２
熊
谷

▼
北
部
地
区
選
抜
選
出

　
　

尾
山
蒼
史
（
二
の
七
）

　
　

新
井
翔
太
（
一
の
十
）

　
　

坂
田
涼
太
（
一
の
九
）

【
女
子
陸
上
部
】

▼
関
東
高
校
選
抜
新
人
陸
上
競

　

技
選
手
権
大
会

3000
ｍ　

４
位

　
　

𠮷
井
美
咲
（
二
の
六
）

5000
ｍ
競
歩　

４
位　

　
　

佐
藤
萌
（
二
の
三
）

▼
県
高
校
駅
伝
競
走
大
会

　

総
合
３
位

　
　

１
区　

石
原
七
海（

三
の
四
）

　
　

２
区　

宮
坂
恵
実（

三
の
三
）

　
　

３
区　

𠮷
井
美
咲

　
　

４
区　

石
田
里
菜（

一
の
九
）

　
　

５
区　

松
本
優
澄（

三
の
八
）

▼
関
東
高
校
駅
伝
競
走
大
会

　

総
合
15
位　

北
関
東
６
位

　
　

１
区　

石
原
七
海

　
　

２
区　

松
本
優
澄

　
　

３
区　

𠮷
井
美
咲

　
　

４
区　

石
田
里
菜

　
　

５
区　

宮
坂
恵
実

【
男
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
】

▼
新
人
戦
県
大
会

　

個
人
戦
ベ
ス
ト
16

　
　

芝
嵜
勇
斗
（
二
の
七
）

　
　

山
﨑
陸
人
（
二
の
八
）

　

個
人
戦
ベ
ス
ト
32

　
　

坂
本
純
大
（
二
の
八
）

　
　

塚
本
登
偉
（
二
の
六
）

　

団
体
戦
ベ
ス
ト
16

　

一
回
戦
３

０
川
越
工
業

　

二
回
戦
１

２
川
口
市
立

【

剣

道

部

】

▼
北
部
支
部
新
人
大
会

　

男
子
団
体
の
部  

ベ
ス
ト
８

【

書

道

部

】

▼
第
60
回
大
東
文
化
大
学
主
催

　

全
国
書
道
展　

特
選

　
　

柳
井
智
佳
（
二
の
六
）

▼
第
47
回
私
学
文
化
祭

　

作
品
展
書
道
部
門

　

埼
玉
県
奨
励
賞

　
　

柳
井
智
佳

　

優
秀
賞

　
　

金
子
琴
美
（
二
の
八
）

　

題
字
コ
ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞

　
　

髙
𣘺
咲
衣
（
三
の
五
）　

　

優
秀
賞

　
　

新
井
七
海
（
三
の
八
）

　
　

江
原
未
優
音

　
　
　
　

   　
　
（
二
の
Ｉ
四
）

▼
第
57
回
高
校
書
道
展

　

優
秀
賞

　
　

江
原
未
優
音

【

美

術

部

】

▼
第
47
回
私
学
文
化
祭

　

作
品
展
美
術
部
門　

佳
作

　
　

町
田
真
利
亜
（
三
の
六
）

【

写

真

部

】

▼
第
47
回
私
学
文
化
祭

　

作
品
展
写
真
部
門　

佳
作

　
　

原
嶋
幸
生
（
三
の
Ｉ
二
）

【

科

学

部

】

▼
埼
玉
県
科
学
教
育
振
興
展
覧

　

会
中
央
展　

優
秀
賞

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
】

▼
新
人
戦
北
部
支
部
予
選　
　

　

優
勝

　
　

二
回
戦

　
　
　

123

52
桶
川
西

　
　

三
回
戦

　
　
　

131

82
熊
谷
工
業

　

決
勝
リ
ー
グ

　
　
　

83

80
農
大
三

　
　
　

89

84
滑
川
総
合

　
　
　

64

74
松
山

　

大
会
ベ
ス
ト
５

　
　

飯
野
朝
日
（
二
の
九
）

　
　

渋
谷
幸
汰
（
二
の
九
）

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

▼
Ｕ
18
北
部
２
部
ユ
ー
ス
リ
ー

　

グ

　

第
２
位
（
北
部
１
部
昇
格
）

▼
秋
季
大
会
（
リ
ー
グ
戦
）

　

一
節
４

０
農
大
三

　

二
節
３

４
熊
谷
工
業

　

三
節
０

２
成
徳
深
谷

【

水

泳

部

】

▼
第
31
回
県
民
総
体
兼
県
新
人

　

大
会

男
子
400
ｍ
自
由
形　

８
位

　

日
比
真
優
（
二
の
八
）

男
子
1500
ｍ
自
由
形　

２
位

　

塚
本
進
平
（
一
の
十
）　

男
子
100
ｍ
平
泳
ぎ　

６
位

　

倉
金
大
輔
（
一
の
十
二
）

男
子
200
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

７
位

　

岡
田
惠
叶
（
一
の
九
）

男
子
400
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

７
位

　

日
比
真
優

男
子
400
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

７
位

　

岡
田
・
倉
金
・
日
比
・

　

山
口
航
青
（
二
の
Ｉ
一
）

女
子
100
ｍ
自
由
形　

６
位

　

長
谷
川
怜
音
（
二
の
五
）

女
子
200
ｍ
自
由
形　

３
位

　

佐
藤
凜
花
（
一
の
十
二
）

女
子
200
ｍ
自
由
形　

４
位

　

長
谷
川
怜
音

女
子
400
ｍ
自
由
形　

７
位

　

佐
瀬
早
紀
（
一
の
七
）

女
子
800
ｍ
自
由
形　

４
位

　

佐
瀬
早
紀

女
子
100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

３
位

　

島
崎
佑
美
（
二
の
九
）

女
子
200
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５
位  

　

島
崎
佑
美

女
子
200
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

９
位　

　

長
谷
川
琴
菜
（
一
の
十
二
）

女
子
400
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

７
位　

　

長
谷
川
琴
菜

女
子
200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

３
位

　

佐
藤
・
島
崎
・
佐
瀬
・

　

長
谷
川
怜
音

女
子
400
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

３
位　

　

佐
藤
・
島
崎
・
富
岡
瑠
々

　
（
一
の
九
）・
長
谷
川
怜
音

女
子
400
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

５
位

　

長
谷
川
琴
菜
・
佐
藤
・　

　

島
崎
・
長
谷
川
怜
音

﹇
訂
正
﹈

　

前
号
（
一
六
一
号
）
の
「
セ

デ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
」
受
賞
記
事
は
、「
ピ

テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
」
の
誤
り
で
し
た
。

役　職 氏　名 クラス
会　 長 清水　千鶴 ２－７

副 会 長 太宰　陽樹 ２－Ｉ４
金井　彩子 １－Ｉ１

書記局長 塩谷　健太 １－３
会 計 正 浅野　泰知 ２－９
会 計 副 根岸　弘太 １－２
監 査 正 清水　美帆 ２－Ｉ２
監 査 副 高岸ななみ １－12
保 健 正 森村　圭佑 ２－６
保 健 副 岡部　葵衣 １－Ｉ２
図 書 正 河野　祐希 ２－６
図 書 副 福島　穂香 １－５
文 化 正 諏訪　晴菜 ２－３
文 化 副 大場　日和 １－３
体 育 正 井上　未来 ２－６
体 育 副 野澤　咲良 １－３
美 化 正 伊吹祐太郎 ２－３
美 化 副 髙橋麻理香 １－８
情 報 正 髙橋　翔多 ２－Ｉ２
情 報 副 大場羽乃花 １－３

　
今
回
私
学
文
化
祭
に
参
加
し
、

改
め
て
今
あ
る
環
境
に
対
す
る

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
々
に
私
た
ち
の

ダ
ン
ス
を
見
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
他
の
学
校
か
ら
刺
激
を
受

け
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
ダ
ン
ス

を
通
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
の
七
　
大
嶋
華
梨
）

　
私
は
一
年
生
の
時
か
ら

三
年
間
、
私
学
文
化
祭
に

出
展
し
て
き
ま
し
た
。
自

身
の
三
年
間
の
活
動
の
集

大
成
と
し
て
臨
み
、
佳
作
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
大

変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、他
校
の
美
術
部
の
方
々

か
ら
の
感
想
は
、
毎
年
刺
激
に
も
励
み
に
も
な
り
、

次
へ
の
制
作
意
欲
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。
私
学
文

化
祭
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
三
の
六
　
町
田
真
利
亜
）

　
他
校
写
真
部
の
作

品
を
見
て
、
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
撮
影
者
が
何

を
撮
り
た
か
っ
た
の

か
、
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
、
見
る

側
に
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
写
真
が
多
く
、

撮
り
た
い
も
の
に
狙
い
を
定
め
て
じ
っ

く
り
撮
る
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
も
っ
と
良
い
写
真
を
撮
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。（二

の
四
　
鐙
野
快
音
）

　
私
は
私
学
文
化
祭
に
参

加
し
、
様
々
な
高
校
の
作

品
に
触
れ
て
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
さ

れ
て
い
る
自
分
の
作
品
を

見
て
、
ま
だ
し
っ
か
り
と

文
字
の
形
を
捉
え
ら
れ
て
い
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
見
て
く
だ
さ
る

人
の
心
を
動
か
す
よ
う
な
作
品
が

書
け
る
よ
う
、
臨
書
を
重
ね
て
い

き
た
い
で
す
。

（
二
の
八
　
金
子
琴
美
）

　
私
は
私
学
文
化
祭
に

向
け
て
、
大
き
な
画
仙

紙
へ
の
揮
毫
に
初
め
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
文

字
を
堂
々
と
見
せ
る
た

め
に
太
く
大
き
く
書
く

こ
と
や
、
余
白
が
美
し

く
な
る
よ
う
白
と
黒
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
意
識
し
て
制
作

し
た
結
果
、
埼
玉
県
奨
励
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
よ
り
良
い
作
品
が
書
け
る
よ

う
、
練
習
に
励
み
ま
す
。

（
二
の
六
　
柳
井
智
佳
）

　
私
た
ち
科
学
部
は
、

一
年
生
が
行
な
っ
て

き
た
「
ハ
ト
の
羽
の

色
と
構
造
に
つ
い
て
」

と
「
非
接
触
下
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
送
受
信
に
つ
い
て
探
る
」
の

二
つ
の
研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
要
点
を
押
さ
え
て

堂
々
と
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
経
験
を
次
回
の
発

表
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
二
の
Ｉ
一
　
長
尾
諒
汰
）

　11月３日(土)と４日(日)、埼玉会館におい
て第47回私学文化祭が開催された。東高校か
らは、ダンス部、書道部、写真部、美術部、
科学部が参加した。参加した各団体に、発表
や作品への思いを聞いてみた。

新
生
徒
会
発
足

　
こ
の
度
第
五
九
期
生
徒
会
長

に
な
り
ま
し
た
、
清
水
千
鶴
で

す
。
私
た
ち
生
徒
会
役
員
は
、

全
て
の
仕
事
に
責
任
を
持
ち
、

最
後
ま
で
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
た
伝
統
は
大
切
に
し
、
学

園
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、

新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。生
徒
を
第
一
に
考
え
、

第
五
九
期
生
徒
会
役
員
全
員
で

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

   （
二
の
七
　
清
水
千
鶴
）

ダ
ン
ス
部

科
　
学
　
部

美
　
術
　
部 写

　
真
　
部

書
　
道
　
部

題
字
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
作
品

新生徒会長

ク
ラ
ブ
活
動
報
告




